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(1) 農業委員会だより No.42

農事連絡員文書の見直しにより、 本号より各戸配付は行わないことになりました。

必要な方は各支所 ・ 行政サービスセンターにご用意しておりますので、 ご活用ください。

また、 市のホームページにも掲載しております。

ホームページアドレス 『https://www.city.sado.niigata.jp/site/noui/』

または、 下記 QR コードからご覧いただけます。

「農業委員会だより」の配付方法の変更について 回
覧

令
和
７
年
度
も
終
わ
り
で
す
ね

農
業
委
員
会

会
長
職
務
代
理
者

こ
の
号
が
発
刊
さ
れ
る
時
期
は
ひ
な
祭
り

の
真
っ
盛
り
で
す
。

今
年
度
も
異
常
気
象
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
8
月
の
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
、
40

度
に
近
い
高
温
障
害
、
秋
の
長
雨
、
成
人
の

日
以
降
の
大
雪
。
冬
に
雪
が
降
る
の
は
普
通

で
す
が
、
8
月
の
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

箇
所
の
復
旧
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
は
異
常
気
象
と
呼
ば
れ
て
い
た
現

象
が
、
こ
れ
か
ら
は
異
常
気
象
で
は
な
く
、

平
年
値
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

佐
渡
で
も
高
温
に
強
い
米
の
品
種

「新
潟

135
号(

仮
称 

な
つ
ほ
な
み)

」
が
今
年
か
ら

配
布
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
作
付
面
積

も
拡
大
さ
れ
、
豊
作
の
予
感
が
し
ま
す
。

ま
た
、
米
だ
け
で
は
な
く
果
樹
も
高
温
に

強
い
品
種
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
農
作
業
の
時
期
に
な

り
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
怪
我
を
し
な
い
よ

う
に
ご
安
全
に
！
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新
潟
県
農
業
会
議
か
ら
、
勤
続
年
数

20
年
以
上
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
お
二
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

佐
々
木
隆
正　

　

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
者
（真
野
）

　

春
日
吉
昭

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（両
津
）

佐々木 隆正 春日 吉昭

な
い
）
コ
ス
ト
を

ど
う
考
え
る
か
。

中
山
間
地
域
の

生
業
が
果
た
し

て
き
た
大
き
な

役
割

（機
能
）
を

維
持
し
続
け
ら

れ
る
の
か
。
地
域

と
子
ど
も
た
ち
と
未
来
の
た
め
に
何
を
変

え
伝
え
る
か
。
佐
渡
と
秋
田
の
現
地
調
査

と
実
践
事
例

（学
生
の
卒
業
研
究
発
表
よ

り
）を
交
え
て
の
内
容
で
し
た
。

農
産
物
の
生
産
と
い
う
視
点
か
ら
だ
け

で
な
く
、
広
い
観
点
か
ら
持
続
可
能
な
農

業
を
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
農
業
者
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

佐
渡
の
地
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
。
農
地

を
農
業
者
に
託
す
だ
け
で
な
く
、
地
域
全

体
の
課
題
と
し
て
農
業
が
抱
え
る
新
た
な

問
題
も
含
め
、
一
人
一
人
が
考
え
・
話
し

合
い
・
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
島
民

一
丸
と
な
っ
て
未
来
に
繋

が
る
佐
渡
の
農
業
を
築
い

て
い
け
た
ら…

と
思
い
ま

し
た
。

認
定
農
業
者
協
議
会

金
井
支
部
長

上
杉 

育
子 

様

農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会
に
参
加
し
て

(
一
般
参
加
者
よ
り
寄
稿)

「中
山
間
地
域
の
耕
作
放
棄
の
構
造
対

策
に
つ
い
て
」
秋
田
県
立
大
学
生
物
資
源
科

学
部
准
教
授
近
藤
正
様
の
講
演
を
拝
聴
し

ま
し
た
。

日
本
の
農
業
は
、
『規
模
拡
大
の
一
方

で
、
農
家
も
農
地
も
減
少
』『食
料
自
給
率

の
低
迷
』
『水
田
農
業
地
帯
の
荒
廃
激
化
』

と
い
う
現
状
に
あ
る
。
中
山
間
地
域
の
耕

作
放
棄
の
要
因
は
、
物
理
的
（地
理
的
・
地

形
的
）
な
条
件
不
利
性
と
社
会
的
（高
齢
化

と
後
継
者
不
足
、
労
働
力
不
足
と
地
域
内

の
受
け
手
不
足
）、
経
済
的
（農
産
物
価
格

の
低
迷
と
収
益
性
の
問
題
、
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
、
農
地
持
ち
非
農
家
の
増
加
）な
問

題
に
集
約
さ
れ
る
。
耕
作
放
棄
地
の
増
加

は
、
鳥
獣
被
害
の
増
加
や
農
地
の
持
つ
防
災

機
能

（洪
水
防
止
な
ど
）
の
低
下
と
い
っ
た

新
た
な
問
題
を
生
み
、
地
域
全
体
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

環
境
負
荷
、
環
境
汚
染
、
生
態
系
破
壊
、

地
球
規
模
の
温
暖
化
、
水
資
源
収
奪
な
ど

大
規
模
農
業
の
知
ら
れ
ざ
る

（支
払
っ
て
い

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（利
用
状
況
調
査
）

に
参
加
し
て

永
年
勤
続
表
彰

令
和
７
年
度
第
２
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

は
両
津
・
新
穂
地
内
を
対
象
に
行
い
ま
し

た
。
利
用
状
況
調
査
や
転
用
許
可
後
の
状

況
の
確
認
で
す
。

今
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
島
内
の
農

地
の
遊
休
農
地
化
が
進
ん
で
い
る
事
が
再

確
認
で
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
増
え
る
遊
休
農

地
を
解
消
す
る
た
め
、
地
域
計
画
等
に
よ

り
農
地
を
集
積
・
集
約
し
て
い
き
た
い
と

再
度
認
識
し
ま
し
た
。
遊
休
農
地
解
消
の

た

め

の
予

算

（補

助

金
）
等

が
少
な
い
の
が

現
状
で
、
農
業

委
員
会
及
び
地

域
計
画
内
で
改

善
を
求
め
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

佐
々
木
利
治
（佐
和
田
）

(2)農業委員会だより No.42



農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！

一定の要件を満たす方には、
月額最大１万円の保険料補助

自ら支払った保険料は、
全額社会保険料控除の対象！

さらに保険料は自由に選べる！
https://www.nounen.go.jp/

詳しくは 農業者年金基金 検索

り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
十
分
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
て
い
な
い
集
落
（も
し
く
は
話
し

合
い
が
行
わ
れ
て
い
な
い
集
落
）や
、
話
し

合
い
は
行
っ
た
が
、
担
い
手
の
不
足
な
ど
の

理
由
に
よ
り
将
来
的
な
耕
作
者
が
決
ま
っ

て
い
な
い
農
地
が
多
い
集
落
な
ど
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
各
地
域
内
で
の
継
続

的
な
話
し
合
い
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
見

直
し
て
「目
標
地
図
」
に
反
映
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
地
域
で
話
し
合
い
を
行
う
に
は

　

農
業
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
各
地
域
に

お
い
て
農
業
地
域
内
で
の
話
し
合
い
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
農

業
委
員

（推
進
委
員
）
は
農
地
所
有
者
や

農
業
従
事
者
の
意
向
把
握
な
ど
を
行
い
、

話
し
合
い
の
結
果
を
「目
標
地
図
」
に
反
映

さ
せ
る
、
「地
域
計
画
」
の
目
標
の
再
設
定

に
向
け
た
作
業
を
行
い
ま
す
。
地
域
の
農

地
を
守
る
た
め
、
佐
渡
市
等
も
協
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
各
地
域
に
お
い
て
話
し
合
い

を
進
め
、
「地
域
計
画
」「目
標
地
図
」の
見

直
し
に
向
け
た
取
組
み
に
ご
協
力
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○「
地
域
計
画
」の
実
行
に
向
け
て

　

「地
域
計
画
」
「目
標
地
図
」
の
作
成
は

地
域
の
農
業
を
守
る
ス
タ
ー
ト
地
点
で

す
。
継
続
的
に
見
直
し
を
行
い
、
将
来
の

地
域
の
農
業
を
考
え
る
場
と
し
て
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

す
ぐ
に
は
取
り
組
め
な
い
難
し
い
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
内
で
情
報
を
共
有

し
、
解
決
の
方
向
性
を
話
し
合
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
話
し
合
い
を
継

続
し
、
少
し
ず
つ
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

「地
域
計
画
」は
、
地
域
の
農
業
従
事
者

や
関
係
者
が
集
ま
り
、
10
年
後
を
見
据

え
た
地
域
の
農
業
の
将
来
像
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
策
定
す
る
計
画
の
こ
と
で
す
。
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
な
ど
の

課
題
を
解
決
し
、
農
地
の
有
効
活
用
と
次

世
代
へ
の
継
承
を
図
る
た
め
に
、
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
義

務
化
さ
れ
、
佐
渡
市
に
お
い
て
も
令
和
７

年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

○「
目
標
地
図
」の
継
続
的
な
見
直
し

こ
の
「地
域
計
画
」に
お
い
て
、
10
年
後
に

「ど
の
農
地
で
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
農
業

を
行
う
か
」
と
い
っ
た
目
標
を
地
図
に
記

載
し
た
も
の
が
「目
標
地
図
」
で
す
。
地
域

農
業
の
将
来
を
見
据
え
、
将
来
的
に
誰
が

ど
の
農
地
を
耕
作
す
る
の
か
、
耕
作
で
き

な
い
農
地
は
ど
こ
か
、
な
ど
を
図
示
す
る

こ
と
で
、
戦
略
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

佐
渡
市
で
は
、
中
山
間
直
払
制
度
の
協

定
の
地
域
を
中
心
に
話
し
合
い
を
行
っ
た

結
果
を
「目
標
地
図
」
と
し
て
作
成
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
「地
域
計
画
」
は

一
度
作
成
し
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ

「
地
域
計
画
」と
は

農業委員会だより No.42(3)

安心が
大きく

なる

国が支え
る

目標地図



〇農業委員と農地利用最適化推進委員の両方に推薦又は応募することができます。

   但し、農業委員と農地利用最適化推進委員を兼務することはできません。

〇両委員とも佐渡市の非常勤特別職となり、職務には守秘義務が伴います。
その他

農業委員会等に関する法律の規定に基づき、応募の状況を市ホームページ等で公表します。

なお、公表は、推薦書又は応募申込書に記載の住所 ・ 電話番号を除くすべての内容が対象となります。
情報の公開

推薦を受けた者及び応募者の中から候補者を選

定し、次のとおり担当地区を定めて農業委員会が委

嘱します。

 両津地区 7 人 相川地区 3 人 佐和田地区 3 人

 金井地区 4 人 新穂地区 3 人 畑野地区 4 人

 真野地区 4 人 小木地区 2 人 羽茂地区 4 人

 赤泊地区 3 人　

なお、 選定にあたっては、 農地利用最適化推進委

員候補者評価委員会が推薦書又は応募申込書をも

とに審査 ・ 評価を行い、 その結果を農業委員会に報

告します。 （必要に応じて面接を行う場合があります。）

推薦を受けた者及び応募者の中から候補者を選

定し、市議会の同意を得た上で、市長が任命します。

なお、 選定にあたっては、 農業委員候補者評価

委員会が推薦書又は応募申込書をもとに審査 ・ 評

価を行い、 その結果を市長に報告します。 （必要に

応じて面接を行う場合があります。）

また、選定にあたっては、次の条件があります。

①認定農業者が過半数 (13 人以上 ) であること。

②利害関係のない者 ( 中立委員 ) を 1 人以上含

むこと。

※また、委員の配置にあたっては、地区ごとに偏りが

ないように配慮します。

選任方法

37 人 （地区ごとに募集数を定める）24 人 （市内全域を 1 区として募集）　募集人数

委嘱された日 （令和 8 年 7 月 24 日予定） から

令和 11 年 7 月 23 日まで

令和 8 年 7 月 24 日から

令和 11 年 7 月 23 日まで
任   期

〇農地利用最適化の推進活動 （担い手への農地の集
積 ・ 集約化、遊休農地の発生防止 ・ 解消、新規参
入の促進）

〇権利移動などの許認可に係る農地の現地確認
〇農地の利用状況調査及び遊休農地の所有者への利

用意向確認

〇農地利用最適化の推進活動 （担い手への農地の集

積 ・ 集約化、遊休農地の発生防止 ・ 解消、新規参

入の促進）

〇権利移動などの許認可に係る農地について、現地確

認と総会での審議 ・ 判断

〇非農地に該当する農地の現地確認と非農地判断

主な職務

次のいずれかに該当する者は、委員になることができません。

〇破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者

〇拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終えるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
資   格

農地等の利用の最適化の推進についての熱意と

識見がある者

農業に関する識見を有し、 農地等の利用の最適

化の推進に関する事項その他農業委員会が所管す

る事項についての職務を適切に行うことができる者
対象者

令和 8 年 4 月 1 日 ( 水 ) から 4 月 30 日 ( 木 ) まで 【必着】 
※郵送の場合は農業委員会事務局宛て

受付期間

〇推薦又は応募によります。

〇既定の推薦書又は応募申込書に必要事項を記入の上、持参又は郵送により農業委員会事務局、各支

所 ・ 行政サービスセンターへご提出ください。 （平日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 30 分まで。）

〇募集要項、推薦書及び応募申込書は農業委員会事務局、各支所 ・ 行政サービスセンターに備え付ける

ほか、市ホームページからもダウンロードできます。

応募方法

農地利用最適化推進委員農業委員

募　集　要　項

令和 8年 7月 23 日をもって任期満了となる農業委員と農地利用最適化推進委員の推薦を求
めるとともに募集を行います。

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します

農業委員会だより No.42 (4)



佐
渡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

令
和
７
年
12
月
総
会
で
決
議
さ
れ
た
意

見
書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

昨
今
の
農
業
を
取
巻
く
情
勢
は
、
国
際

情
勢
の
不
安
定
化
や
気
候
変
動
に
よ
る
異

常
気
象
の
頻
発
化
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
、
米
価
の
不
安
定
化
、

猛
暑
・
渇
水
に
よ
る
農
業
被
害
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
と
様
々
な
課
題
を
抱
え
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年
度
末
に
地
域
農
業
の
将
来
像
を
ま

と
め
た
「地
域
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

農
地
を
将
来
に
わ
た
り
「守
り
」・「活
か
す
」

た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
地
域
や
農
業
者

と
の
話
し
合
い
を
継
続
し
関
係
機
関
が
一
体

と
な
り
地
域
農
業
の
目
指
す
姿
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
当
市
農
業
委
員
会
で

は
、
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
や
生
産
現

場
の
声
を
踏
ま
え
て
、
「農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
」
第
38
条
に
基
づ
き
、
佐
渡
市

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
等
に
関
す

る
意
見
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す

1. 

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
等
に
関

す
る
要
望
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(1) 

地
域
計
画
の
実
現
へ
の
支
援
に
つ
い
て

(2) 

基
盤
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

(3) 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に

つ
い
て

(4) 

新
た
な
担
い
手
の
確
保
と
育
成
に
つ

い
て

(5) 

中
山
間
地
域
の
農
業
の
維
持
に
つ
い

て

2. 

農
業
振
興
等
に
関
す
る
要
望

(1) 

農
業
経
営
の
体
質
強
化

(2) 

環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農

業
の
推
進
に
つ
い
て

(3) 
農
業
用
資
材
・
飼
料
・
燃
料
等
価

格
高
騰
対
策
に
つ
い
て

(4)

「ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
導
入
促
進
に
向

け
た
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

(5) 

女
性
農
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

会長
金田勝廣

会長職務代理者
佐々木隆正 農政振興部会長

渡邉秀一
農地部会長
佐々木雅文



地
域
で
頑
張
る
農
業
者
を
紹
介

新
規
就
農 

ヤ
ル
気
・
元
気
・
本
気

「と
ん
ち
ぼ
農
園
」

 

本
間
千
鶴　

さ
ん

農
業
委
員

森
田
　
聡(

新
穂)

Ｊ
Ａ
佐
渡
の
就
農
研
修
制
度
を
卒
業
し
、

令
和
７
年
春
か
ら

「と
ん
ち
ぼ
農
園
」
を

開
園
。
新
穂
・
畑
野
地
区
で
ブ
ド
ウ
栽
培

を
主
体
に
さ
つ
ま
芋
・
切
り
花
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
、
園
長
の
本
間
千
鶴
さ
ん
（３０
）
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

「家
は
農
家
で
は
な
か
っ
た
が
、
元
々
農

業
に
は
興
味
が
あ
っ
た
。
知
人
や
農
家
さ

ん
の
姿
を
見
聞
き
し
て
い
る
う
ち
に
農
業
に

可
能
性
と
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
本
気
で

目
標
を
ブ
ド
ウ
と
切
り
花
に
定
め
て
の
研

修
は
、
指
導
者
の
方
は
じ
め
多
数
の
方
々

よ
り
大
変
熱
心
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
研
修
後
の
独
立
準
備
ま
で
親
身

に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
今
こ
う
し

て
就
農
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
。
」
と
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
主
体
の
ブ
ド
ウ

（ハ
ウ
ス
・
路
地

含
む
）
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
や
他
品
種

等
64
本

（成
木
21
本
、
残
り
は
２
～
３
年

後
か
ら
収
穫
出
来
る
幼
木
で
す
。
）
そ
の

他
、
切
り
花
の
栽
培
は
ス
ト
ッ
ク

（3500

本
）
・
キ
ン
セ
ン
カ

（2500

本
）、
加
工
用

さ
つ
ま
芋
300
㎏
を
育
て
て
い
ま
す
。

と
ん
ち
ぼ
農
園
直
売
所
は
毎
週
土
曜
日

に
開
店
し
、
自
分
で
育
て
た
ブ
ド
ウ
や
切

り
花
・
干
し
芋
・
焼
き
芋
・
ス
イ
ー
ツ
・

オ
リ
ジ
ナ
ル
小
物
等
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
路
は
と
ん
ち
ぼ
農
園
直
売
所
と

「マ
ル

イ
」
さ
ん
や
ふ
る
さ
と
納
税
用
で
、
ほ
と
ん

ど
完
売
に
な
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
年
々
ブ
ド
ウ
の
収
穫
量
が

増
え
る
見
込
み
が
有
る
こ
と
と
、
み
か
ん

等
の
ブ
ド
ウ

以
外
の
作
物

栽
培
も
考
え

て
い
る
と
将

来
の
夢
を
元

気
に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

「女
性
一
人

で
も
ヤ
ル
気

次
第
で
就
農

可
能
。
私
の
目
標
は
85
歳
く
ら
い
ま
で
続

け
ら
れ
る
こ
と
。
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

こ
の
女
性
一
人
で
就
農
し
た
農
園
経
営

に
は
新
し
い
方
向
性
と
可
能
性
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
足
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
は

当
然
の
こ
と
、
で
も
頑
張
っ
て
夢
を
叶
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
彼
女
の
姿
を
追
い
か
け
る
若
い
女

性
農
業
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

寄
稿
・
取
材
・
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
、
誠
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
で
委
員
と
し
て
任
期
最
終
号
で
す
。

令
和
５
年
ま
で
の
約
20
年
間
、
県
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
仮
渡
金
は
１
万
５
０
０
０
円
前
後

で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
７
年
産
は
他
県
の

仮
渡
金
や
集
荷
競
争
で
、
追
加
払
い
も
含

め
３
万
３
０
０
０
円
、
２
倍
超
で
す
。
分
か
っ

て
い
て
も
振
込
金
額
を
実
際
に
確
認
す
る

と
驚
き
で
す
。

消
費
者
米
価
下
落
傾
向
も
見
え
ま
す

が
、
現
状
ま
だ
ま
だ
高
価
で
７
年
産
米
の
動

き
は
弱
い
。
８
年
６
月
末
現
在
、
民
間
在
庫

は
、
こ
こ
数
年
で
最
大
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
８
年
産
の
新
米
が
出
る
頃
の
消
費
者
米

価
も
仮
渡
金
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
粛
々

と
田
ん
ぼ
の
準
備
を
し
た
い
も
の
で
す
。民

部

広
報･

研
修
委
員
長  

民 

部　

猛 
(

羽
茂)

 

副
委
員
長 

佐
々
木 

雅
文 (

真
野)

 

委
員 

渡
邉　

秀
一 

(

両
津)

 

委
員 

西
村 

幸
子 

(

相
川)

 

委
員 

中
川 

義
弘 

(

畑
野)

お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
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